
（１）令和３年度上水道事業予算について
水道事業
収益的収入及び支出
（３条予算）

予定額 1,513,593千円

営業収益

1,345,659千円

88.9%

営業外収益

166,924千円

11.0%

特別利益

1,010千円

0.1%

【資料１‐１】

●収益的収入は営業収益・営業外収益・
特別利益で構成されています。
収入の約９割を営業収益が占めています。

令和３年度
予算額（千円）

営 業 収 益 1,345,659

給 水 収 益 1,330,000

そ の 他 の 収 益 15,659

営 業 外 収 益 166,924

長期前受金戻入 161,190

雑 収 益 5,180

そ の 他 の 収 益 554

特 別 利 益 1,010

合 計 1,513,593
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受取利息及び配当金

544千円

0.3%

雑収益

5,180千円

3.1%
消費税還付金

10千円

0.0%

長期前受金戻入

161,190千円

96.6%

水道事業 営業収益の構成

給水収益

1,330,000千円

98.8%

他会計繰入金

14,316千円

1.1%

受託工事収益

1,000千円

0.1%
その他営業収益

343千円

0.0%

水道事業 営業外収益の構成

●営業収益
営業収益の約99％が水道料金となって
おり、次に消火栓の管理料である他会計
繰入金となっています。

●営業外収益
営業外収益の約97％が長期前受金戻入
となっています。

※長期前受金戻入・・償却資産の取得または
改良に伴い交付される補助金などについ
ては「長期前受金」として負債（繰延収益）
に計上し、減価償却見合分を収益化して
いる ものです。
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水道事業 特別利益の構成

水道事業 費用の構成

予算額(千円）

営 業 費 用 1,424,108

営 業 外 費 用 36,927

特 別 損 失 1,220

営業費用

1,424,108千円

97.4%

営業外費用

36,927千円

2.5%

特別損失

1,220千円

0.1%

予算額(千円）

固 定 資 産 売 却 益 10 

過 年 度 損 益 修 正 益 1,000 

●特別利益
特別利益は事業を展開していく上で通常発生しな
いもの、例外的に発生した利益を計上する ものと
なっており、過年度損益修正益が約99％を占め
ています。

●営業費用
営業費用のうち原水及び浄水費は約58％を占め
ています。そのうち、約77％は受水費（県からの
水道水の購入費用）となっています。
次に減価償却費、配水及び給水費、総係費と
なっています。

●営業外費用
営業外費用のほとんどが企業債支払利息となっ
ています。

●特別損失
特別損失は事業を展開していく上で通常発生しな
いもの、例外的に発生した損失を計上するものと
なっています。
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水道事業 費用要素別構成

職員給与費

63,114千円

4.3%

施設管理費

154,650千円

10.6%

その他経費

57,226千円

3.9%

特別損失

1,220千円

0.1% 修繕費

73,650千円

5.0%

材料費

4,300千円

0.3%

薬品費

1,700千円

0.1%

路面復旧費

4,000千円

0.3%

動力費

60,000千円

4.1%

支払利息

34,917千円

2.4%

減価償却費

368,118千円

25.2%

受託工事

1,000千円

0.1%

受水費

638,360千円

43.6%

区 分 予算額（千円）

職員給与費 63,114

施設管理費 154,650

受水費 638,360

修繕費 73,650

材料費 4,300

動力費 60,000

薬品費 1,700

その他経費 57,226

路面復旧費 4,000

受託工事 1,000

減価償却費 368,118

支払利息 34,917

特別損失 1,220

合 計 1,462,255
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水道事業
資本的収入 （４条予算）
予定額 281,101千円

予算額(千円）

企 業 債 229,300

他 会 計 出 資 金 900

工 事 負 担 金 50,891

そ の 他 資 本 的 収 入 10

水道事業 資本的収入の構成

企業債

229,300千円

81.6％

他会計出資金

900千円

0.3%

工事負担金

50,891千円

18.1%

その他資本的収入

10千円

0.0%

●資本的収入は企業債・他会計出資金・工事
負担金・その他資本的収入で構成されてい
ます。

●資本的収入の内訳の大部分を企業債が占め
ており、次に土木建設課からの工事負担
金、水道加入申込金、新設消火栓設置にか
かる一般会計からの他会計出資金となって
います。
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水道事業
資本的支出 （４条予算）
予定額 534,302千円

水道事業 資本的支出の構成

予算額(千円）

配 水 設 備 改 良 費 374,200

営 業 設 備 費 1,030

企 業 債 償 還 金 159,072

配水設備改良費

374,200千円

70.0％

営業設備費

1,030千円

0.2％

企業債償還金

159,072千円

29.8％

●資本的支出は建設改良費・企業債償還金で構成
されています。

●資本的支出の内訳ですが、配水設備改良費の
大部分を工事請負費が占め、次に企業債償還
金となっています。

●資本的収入額が資本的支出額に不足する額に
ついては、消費税資本的収支調整額及び減価
償却費等を原資とする損益勘定留保資金で補
填することとなります。
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水道事業 資本的支出要素別構成

委託料

63,500千円

11.9％

工事請負費

310,700千円

58.1％

量水器取付費

1,020千円

0.2％

備品購入費

10千円

0.0％

企業債償還金

159,072千円

29.8％

区 分 予算額（千円）

委託料 63,500

工事請負費 310,700

量水器取付費 1,020

備品購入費 10

企業債償還金 159,072

合 計 534,302
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水道事業 企業債現在高の推移

（単位：百万円）

年度
平成
22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

令和
元年度

令和
２年度

年度末
現在高

2,383 2,528 2,452 2,578 2,611 2,619 2,729 2,953 3,071 3,189 3,212
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